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理
研
は
、
国
内
に
９
か
所
、
海
外
に

４
か
所
の
拠
点
が
あ
り
、
本
部
が
県
内

の
和
光
市
に
あ
り
ま
す
。
国
内
の
み
な

ら
ず
海
外
か
ら
も
多
く
の
研
究
者
が
集

ま
り
、
３
千
人
以
上
の
職
員
と
研
究
者

が
働
い
て
い
る
大
き
な
組
織
で
す
。
ま

た
、
日
本
で
唯
一
の
自
然
科
学
の
総
合

研
究
所
と
し
て
、物
理
学
、工
学
、化
学
、

数
理
・
情
報
科
学
、
計
算
科
学
、
生
物

学
、
医
科
学
な
ど
に
及
ぶ
幅
広
い
分
野

で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
、
ま
さ
に
日
本

の
最
高
峰
の
研
究
機
関
で
す
。

　
近
年
で
は
、
理
研
が
開
発
し
た
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
「
京け

い

」、
そ

の
後
継
機
の
「
富ふ

岳が
く

」
が
世
界
一
の
計

算
速
度
・
能
力
が
あ
る
と
し
て
、
国
内

外
で
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

百
年
以
上
前
の
ビ
タ
ミ
ン
の
発
見
も
理

研
研
究
者
に
よ
る
世
界
的
な
功
績
の
一

つ
で
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
理
研

が
開
発
し
た
特
許
技
術
を
応
用
し
、
花

王
が
洗
濯
用
の
洗
剤
と
し
て
実
用
化
し

た
「
ア
タ
ッ
ク
」、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
幼

虫
の
分
泌
液
の
効
能
を
発
見
し
、
明
治

が
発
売
し
た
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の
「
Ｖヴ

Ａァ

Ａー

Ｍム

」
も
理
研
が
関
係
し
た
商
品
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
の
理
科
で
習
う
「
元

素
周
期
表
」の
１
１
３
番
目
の
元
素「
ニ

ホ
ニ
ウ
ム
」
も
理
研
研
究
者
が
発
見
し

た
も
の
で
す
。
新
元
素
を
発
見
し
、
そ

の
命
名
権
が
与
え
ら
れ
た
の
は
欧
米
諸

国
以
外
で
は
初
め
て
の
快
挙
で
し
た
。

秩父市のチャレンジ！

　市では、市内中小企業と理化学研究所（理研）発のNPO法人VCADシステム研
究会や理研の研究者と連携する「秩父理研発NPO組織との先端技術推進（CRAT）
プロジェクト」を発足しました。全国の自治体で初の取り組みとなります。このプ
ロジェクトにより、地域内企業の先端技術の推進を後押しするとともに、付加価値
のある新商品の開発や更なる事業の進展を官民連携で目指していきます。

「
理
研
」
と
い
う
組
織

６月28日の発足式で固い握手を交わす
プロジェクト代表の皆さん（左から）
理研イノベーションの半田氏、理研研
究員の加瀬氏、北堀市長、秩父地域コー
ディネーターの江田氏、地元企業代表
の石川電気/社長の石川氏
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市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・
大滝・荒川総合支所、各公民館、文化体育センター、市立病院でも配布しています。

全
国
自
治
体
初
！

理
研
発
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
と
の
連
携

秩
父
市
長
　
北
堀
　
篤

　「
理
化
学
研
究
所
」
と
聞
い
て
、
皆

さ
ん
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で

す
か
。
実
は
、「
特
定
国
立
研
究
開
発

法
人
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
日
本

で
唯
一
の
自
然
科
学
の
総
合
研
究
機
関

で
あ
り
、
国
家
レ
ベ
ル
で
さ
ま
ざ
ま
な

先
端
技
術
分
野
の
研
究
を
進
め
て
い
る

機
関
な
の
で
す
。
設
立
は
大
正
６
年
と

の
こ
と
で
す
か
ら
、
百
年
を
超
え
る
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
外
に
多

く
の
拠
点
が
あ
り
、
そ
の
本
部
が
な
ん

と
県
内
の
和
光
市
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
最
高
峰
の
研
究
機
関
で
あ
る
理

研
と
自
治
体
と
の
連
携
は
、
私
が
県
議

会
議
員
の
時
代
か
ら
ず
っ
と
考
え
て
き

た
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
市
長
に
就

任
し
た
令
和
３
年
に
、
理
研
本
部
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
京

ド
ー
ム
６
個
分
と
も
い
わ
れ
る
敷
地
内

の
研
究
施
設
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
そ
の
広
大
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国

に
約
千
八
百
あ
る
自
治
体
の
首
長
の
中

で
、
正
式
な
訪
問
は
私
が
初
め
て
だ
っ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
後
も
理
研

と
の
関
係
を
継
続
す
る
た
め
、
昨
年
と

今
年
、
理
研
の
関
係
者
を
招
い
て
の
特

別
講
演
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
６
月
か
ら
、
地

域
企
業
と
理
研
発
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｖ

Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
研
究
会
」
が
連
携
す

る
「
秩
父
理
研
発
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
と
の
先

端
技
術
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
全
国
の
自
治
体
で
初
の
取

り
組
み
と
な
り
ま
す
が
、
理
研
と
の
関

係
を
継
続
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
で
き
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

理
研
と
の
関
係
性
は
、
秩
父
地
域
の
経

済
振
興
に
も
資
す
る
こ
と
と
な
り
、
地

域
の
産
業
界
に
と
っ
て
も
大
い
に
励
み

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
同
研
究
会
や
理
研
が
出
資
し

て
設
立
し
た
㈱
理
研
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

理
研
研
究
者
と
地
域
企
業
と
の
勉
強
会

や
情
報
交
流
会
を
開
催
し
、
共
同
研
究

や
研
究
開
発
の
成
果
を
事
業
化
す
る
た

め
の
取
り
組
み
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
近
い
将
来
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
て
、
地
域
企
業
の
先
端
技
術

分
野
へ
の
進
出
や
新
製
品
の
開
発
・
事

業
化
に
つ
な
が
り
、
研
究
所
や
研
究
機

関
の
市
内
誘
致
へ
の
一
助
に
も
な
れ
ば

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
長
市
長
コ
ラ
ム

１先端技術推進課☎２１－５５２２

　理研関係者を招いて実施した「特別講演会」には多くの
市民、企業の皆さんに参加していただきました。
　昨年３月の㈱理

り

研
けん

鼎
てい

業
ぎょう

（現・㈱理研イノベーション）社
長の油谷好

よし

浩
ひろ

氏の講演会では、理研の紹介とともに、理研
が目指す中小企業との連携についてご講演いただきました。
　今年３月に開催したＮＰＯ法人ＶＣＡＤシステム研究会
の理事長であり、理研研究員の和田智

さと

之
し

氏の講演会では、
理研と中小企業との連携について、農業から宇宙、水素エ
ネルギーといった幅広い分野における科学技術を基にした
産業連携について、事例紹介を交えてご講演いただきました。
　今年度も第３弾となる特別講演会を開催する予定です。

　市内企業がＶＣＡＤシステム研究会や理研の
研究者と恒常的な勉強会や情報交流会でのマッ
チングの機会を創出し、共同研究、共同開発の
成果の実装と事業化が図れる仕組みを作り、中
小企業の先端技術分野への進出を促進したい。

　理研の研究者の研究テーマや研究成果を、大
学機関や大企業だ
けが受けるだけで
なく、国内の企業
数で９９％を占める
中小企業との連携
する機会を創出す
ることで、社会へ
の実装と実用化の
機会につなげてい
きたい。

これまでの秩父市と理研との関係構築 CRATプロジェクトでの連携の経緯
（C

・
hichibu R

・
iken A

・
dvanced T

・
echnology-Project）

秩父市

VＣＡＤシステム研究会

両社の意向が
マッチ！

CRATプロジェクトマネジャー
VCADシステム研究会 事務局長

大崎 俊彦 氏
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お
み
や
げ 

龍
勢
茶
屋

吉田総合支所
来賓専用駐車場

タイセー
●

●

至上吉田

楢
木
橋

吉 田 川

歩
行
近
道（
急
坂
山
道
）

足
腰
の
弱
い
方
は
不
向
き
で
す

CMK

番戸橋

●

駐
在
所

椋宮橋

●
GS

清泉寺

上橋

田
中
橋

タイセー

奈良川橋

●

バイエル●

星音の湯●

●● コンビニドラッグ
ストア

●
コンビニ

●
釜の上農園村
秩父うさぎだ食堂

龍勢祭会場
裏面参照

上吉田への
迂回路歩

行
近
道

（
急
坂
） 歩

行
近
道

歩
行
近
道（
階
段
）

臨時駐車場

秩父みどりが丘工業団地
臨時駐車場

臨時駐車場

臨時
駐車場

臨時
駐車場

●

お
み
や
げ 

龍
勢
茶
屋

フルーツ街道

至城峯山

交通規制　阿熊区間は
11:00～11:50

西武秩父駅行きの
直通バスの運行は
ございません。

●
郵便局 赤 

平 

川

一方通行

一方
通
行

一方通行

一方通行

2024年度　椋神社例大祭

龍勢櫓 （打ち上げ場所）

仲橋

道の駅 龍勢会館へ
無料シャトルバス
複数台が随時運行

龍勢橋

皆野駅直通

秩父みどりが丘工業団
地へ無料シャトルバス

道幅が狭く、通常路線
バスの運行に支障を
きたすため、路上駐車
はご遠慮ください。

吉田橋は架換
工事中のため
通行できません

龍勢祭対策本部お問い合わせ

0494-77-1111

無料シャトルバス
運行駐車場

無料駐車場

★ 大型車は第5駐車場へ

駐車場ご案内
一時解除 太田

龍勢会館前

吉田中学校入口

吉田総合支所入口

取方

釜の上農園村

臨時バス発着場

危険区域

国道299号 泉田交差点へ

国道140号へ 国道140号
皆野寄居バイパス

国道299号 泉田交差点へ

吉田中学校

道の駅 龍勢会館

第5駐車場
大型車兼用

第6駐車場

第4駐車場

第
3駐

車
場

第
1
駐
車
場

吉田小学校 第2駐車場

第7駐車場

1

2
4

6

35

7

無料駐車場
への進入路

～1 7

上町

●

午前 8:00から、龍勢祭終了まで
（一部延長あり）

★ 駐車場内における事故・盗難等について、一切の責任を負いません。
★ 表示エリア内および会場内においては係員の指示に従ってください。

車両進入禁止

表示エリア内、路上駐車はご遠慮ください

一方通行

祭当日、会場周辺の駐車場は大変な
混雑が予想され、長時間お待ちいた
だく場合があります。「無料シャトル
バス」運行の当駐車場が便利です。

交通規制

『秩父みどりが丘工業団地』

お車で来場される方は
お車の駐車は

へ
〈駐車場無料〉

★ 椋神社例大祭における小型無人飛行機（ドローン等）の飛行・撮影は禁止します。

鍛治山T字路

通行に支障をきたすため、
路上駐車はご遠慮ください

特別
駐車場

埼玉機器

　国の重要無形民俗文化財「秩父吉田の龍勢」が、
10月13日㈰、下吉田の椋神社秋の大祭に奉納されま
す。８時40分から1６時1５分までの間に２８本の龍勢が
打ち上げられる予定です。
　龍勢祭対策本部では、皆さんが安心して楽しんで
いただけるよう安全対策を講じ、危険区域立入規制、
交通規制、臨時駐車場設置等を行う予定です（図参
照）。大変ご不便をおかけしますが、ご理解とご協
力をお願いします。

　次の方から、社会福祉のために寄付をいただきま
した。温かな善意に感謝し、ご紹介します。（令和
６年７月）
▶�７月４日、埼玉土建一般労働組合�
秩父支部（鎗田洋支部長）様から、
２4，43９円

▶７月２２日、ボランティアだんだん
　（近藤秀樹代表）様から、1，９4５円

１（一社）秩父地域おもてなし観光公社
☎２６－６２６０

　なお、秩父鉄道皆野駅から西武観光バスによる龍
勢会館行き直通臨
時バス（有料）が
運行されます。車
の方は、臨時駐車
場を設置しますの
でご利用ください。
１龍勢祭対策本部
事務局（吉田総合
支所地域振興課）
☎７２－６０８３

10月13日㈰「龍勢祭」開催！

ご寄付ありがとうございました 市政情報発信中！ぜひご覧ください

市役所では省エネルギーと公務能率向上のため、10月31日㈭まで「クールビズ」を
実施しています。ご理解とご協力をお願いします。１人事課☎２２－２２０７
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ん
に
式
典
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
け
る

企
画
を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　
開
催
日
が
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、

今
後
市
で
は
開
催
機
運
の
醸
成
の
た
め

主
に
次
の
取
り
組
み
を
行
う
予
定
で
す
。

・
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
運
行

・
街
路
灯
フ
ラ
ッ
グ
の
掲
出

・
Ｐ
Ｒ
看
板
の
作
成

・
横
断
幕
（
庁
舎
、
歩
道
橋
３
か
所
、

市
内
の
主
要
な
駅
）
の
更
新

・
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
　
ほ
か

　
ま
た
、
秩
父
地
域
１
市
４
町
１
村
の

行
政
・
各
関
係
団
体
で
組
織
さ
れ
た
第

75
回
全
国
植
樹
祭
秩
父
地
域
推
進
協
議

会
に
お
い
て
も
、
各
種
広
報
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
注
目
く
だ
さ

い
。

１
全
国
植
樹
祭
準
備
室

☎
22

－

２
８
１
６

　
ド
ロ
ー
ン
プ
レ
イ
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
、
今
後
植
樹
会
場
と
し
て
の
整
備
や

植
樹
祭
後
の
樹
木
の
維
持
管
理
が
必
要

に
な
る
た
め
、
令
和
６
年
９
月
30
日
㈪

を
も
っ
て
閉
園
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
ま
ち
づ
く
り
公
園
課

☎
26

－

６
８
６
7

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
木
製
地
球
儀
」
の

巡
回
展
示
が
行
わ
れ
て
お
り
、
県
内
63

市
町
村
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
秩
父
市

で
は
令
和
７
年
２
月
14
日
㈮
か
ら
２
月

19
日
㈬
に
市
役
所
本
庁
舎
１
階
に
て
展

示
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
75
回
全
国
植
樹
祭
の
式
典
は
、「
プ

ロ
ロ
ー
グ
」「
記
念
式
典
」「
エ
ピ
ロ
ー

グ
」
の
３
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
す
（
左

表
の
と
お
り
）。

　
式
典
に
は
限
ら
れ
た
関
係
者
・
招
待

者
（
県
に
よ
る
公
募
招
待
者
含
む
）
の

み
が
参
加
で
き
ま
す
が
、
県
内
３
か
所

（
所
沢
市
、
深
谷
市
、
久
喜
市
）
に
は

「
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
」
が
設
置
さ
れ
、

式
典
の
ラ
イ
ブ
中
継
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
秩
父
市
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
さ

令和６年能登半島地震災害義援金を受け付けています。
受付場所：市役所総合案内および吉田・大滝・荒川総合支所窓口

　秩父の山に眠っている間伐材などを「木の駅」に
出荷して、地域商品券で買い取ります。
出荷日　10月13日㈰、11月10日㈰、12月８日㈰、令
和７年１月12日㈰、２月９日㈰、３月９日㈰の９時
～16時
出荷場所　秩父広域森林組合 木材センター内
　　　　　（寺尾２７１８－１）
買い取り価格　0．5㎥あたり２，０００円分、１㎥あ
たり４，０００円分の地域商品券で買い取ります。
２木の駅の説明会に参加する等、プロジェクトの内

容を確認した上で、出荷者申込み書兼登録証に必要
事項を記入し、森づくり課へ提出。なお、昨年まで
に登録がお済みの方は、登録手続きは不要です。
説明会・チェーンソー講習会
　安全に作業していただくためにも、奮ってご参加
ください。
と　き　９月29日㈰９時開始
ところ　秩父広域森林組合 木材センター会議室
　　　　（寺尾２７１８－１）
定　員　20人（先着順・要申し込み）
参加費　無料
申込締切　９月25日㈬
２・１森づくり課☎２２－２３６９

捨てている木を商品券に！
「ちちぶ木の駅プロジェクト」

　
こ
の
度
、
８
月
7
日
㈬
に
行
わ
れ
た

（
公
社
）
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
理
事

会
に
お
い
て
、
第
75
回
全
国
植
樹
祭
の

開
催
日
が
令
和
７
年
５
月
25
日
㈰
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
で
あ
る
埼
玉
県
で
は
、
今
後
、

第
75
回
全
国
植
樹
祭
を
県
全
体
で
盛
り

上
げ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
現
在
は
、
全
国
植
樹
祭
の

式
典
の
内
容

今
後
の
市
の
取
り
組
み

開
催
日
決
定
!!

令
和
７
年
５
月
25
日
㈰

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

ド
ロ
ー
ン
プ
レ
イ
エ
リ
ア

閉
園
の
お
知
ら
せ

区分 演出テーマ・内容

プロローグ
【気づき】人・森・川　つながる彩の国
埼玉県の「人・森・川のつながり」にフォ
ーカスした県民パフォーマンス

記 念 式 典

【約束】ここから未来へ　つなげる彩の国
天皇皇后両陛下によるお手植え・お手播き、
国土緑化功労者等の各種表彰、大会宣言、
大会テーマの表現など

エピローグ
【ハーモニー】誓いと行動　奏でる彩の国
森林を次世代につなぐ誓いを、全国からの
参加者と共有し、未来へと向かうフィナーレ

岡山県伊原木知事と埼玉県大野知事
（第74回全国植樹祭にて）
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